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(57)【要約】
本開示は、インク中に使用するための自己分散性顔料分散物であって、顔料表面に共有結
合した安定化基を有しかつ少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸着量およ
び少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料を含み、約８．４０
Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有する自己分散性顔料分散物を提供する。これ
らの自己分散性顔料を含有するインクジェットインクも提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インク中に使用するための自己分散性顔料分散物であって、顔料表面に共有結合した安
定化基を有し、かつ少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸着量および少な
くとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料を含み、約８．４０Ｅ－０
４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有する、自己分散性顔料分散物。
【請求項２】
　前記安定化基が、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ3Ｍ、－ＰＯ3Ｍ2、および－ＳＯ2ＮＨ2からなる
群から選択され、式中、ＭがＨ、アルカリ金属、アンモニウム、または有機アンモニウム
である、請求項１に記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項３】
　前記安定化基が－ＣＯＯＭであり、式中、ＭがＨ、アルカリ金属、アンモニウム、また
は有機アンモニウムである、請求項２に記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項４】
　前記安定化基が－ＣＯＯＭであり、式中、Ｍがアルカリ金属である、請求項３に記載の
自己分散性顔料分散物。
【請求項５】
　前記顔料が少なくとも約１６０～約１７０ｍＬ／１００ｇの吸油量を有する、請求項１
に記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項６】
　前記顔料が少なくとも約１６０～約１６５ｍＬ／１００ｇの吸油量を有する、請求項５
に記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項７】
　前記顔料が約０．９８～約３．０マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する、請求項１に
記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項８】
　前記顔料が約０．９８～約２．０マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する、請求項７に
記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項９】
　前記顔料が約０．９８～約１．５マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する、請求項８に
記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項１０】
　前記顔料の前記顔料表面に共有結合した前記安定化基が、前記顔料を酸化することによ
って得られる、請求項１に記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項１１】
　前記顔料表面がオゾンで酸化される、請求項１０に記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項１２】
　前記顔料表面が、同時に前記顔料を少なくとも１回の分散混合操作にかけながら、水性
環境中でオゾンで酸化される、請求項１０に記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項１３】
　前記顔料がカーボンブラック顔料である、請求項１に記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項１４】
　７．８０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有する、請求項１に記載の自己分散
性顔料分散物。
【請求項１５】
　水性キャリア媒体、自己分散性顔料分散物を含むインクであって、前記自己分散性顔料
分散物が、前記顔料表面に共有結合した安定化基を有し、かつ少なくとも約１５５～約１
７９ｍＬ／１００ｇの油吸着量および少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有
量を有する顔料を含み、前記顔料分散物が約８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化
速度を有する、インク。
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【請求項１６】
　水性インクジェットインクである、請求項１５に記載のインク。
【請求項１７】
　前記安定化基が、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ3Ｍ、－ＰＯ3Ｍ2、および－ＳＯ2ＮＨ2からなる
群から選択され、式中、ＭがＨ、アルカリ金属、アンモニウム、または有機アンモニウム
である、請求項１６に記載のインクジェットインク。
【請求項１８】
　前記安定化基が－ＣＯＯＭであり、式中、ＭがＨ、アルカリ金属、アンモニウム、また
は有機アンモニウムである、請求項１７に記載のインクジェットインク。
【請求項１９】
　前記安定化基が－ＣＯＯＭであり、式中、Ｍがアルカリ金属である、請求項１８に記載
のインクジェットインク。
【請求項２０】
　前記水性キャリア媒体が、水、または水と少なくとも１種類の水溶性有機溶媒との混合
物を含む、請求項１６に記載のインクジェットインク。
【請求項２１】
　前記水溶性有機溶媒が多価アルコールである、請求項２０に記載のインクジェットイン
ク。
【請求項２２】
　前記顔料が少なくとも約１６０～約１７０ｍＬ／１００ｇの吸油量を有する、請求項１
６に記載のインクジェットインク。
【請求項２３】
　前記顔料が少なくとも約１６０～約１６５ｍＬ／１００ｇの吸油量を有する、請求項２
２に記載のインクジェットインク。
【請求項２４】
　前記顔料が約０．９８～約３．０マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する、請求項１６
に記載のインクジェットインク。
【請求項２５】
　前記顔料が約０．９８～約１．５マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する、請求項２４
に記載のインクジェットインク。
【請求項２６】
　前記顔料の前記顔料表面に共有結合した前記安定化基が、前記顔料を酸化することによ
って得られる、請求項１６に記載のインクジェットインク。
【請求項２７】
　前記顔料表面がオゾンで酸化される、請求項２６に記載のインクジェットインク。
【請求項２８】
　前記顔料表面が、同時に前記顔料を少なくとも１回の分散混合操作にかけながら、水性
環境中でオゾンで酸化される、請求項２７に記載のインクジェットインク。
【請求項２９】
　前記顔料がカーボンブラック顔料である、請求項１６に記載のインクジェットインク。
【請求項３０】
　前記顔料分散物が約７．８０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有する、請求項
１６に記載のインクジェットインク。
【請求項３１】
　界面活性剤、湿潤剤、殺生物剤、金属イオン封鎖剤、粘度調整剤、およびポリマーバイ
ンダーからなる群から選択される少なくとも１種類の添加剤をさらに含む、請求項１６に
記載のインクジェットインク。
【請求項３２】
　基材上へのインクジェット印刷方法であって、実行可能な任意の順序で：
（ａ）デジタルデータ信号に応答するインクジェットプリンタを提供するステップと；
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（ｂ）印刷されるべき基材を前記プリンタに装填するステップと；
（ｃ）水性キャリア媒体と自己分散性顔料分散物とを含む水性インクジェットインクを前
記プリンタに装填するステップであって、前記自己分散性顔料分散物が、前記顔料表面に
共有結合した安定化基を有し、かつ少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸
着量および少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料を含み、前
記顔料分散物が約８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有するステップと；
（ｄ）前記デジタルデータ信号に応答し、前記水性インクジェットインクを使用して前記
基材上に印刷して、前記基材上に印刷画像を形成するステップと
を含む、方法。
【請求項３３】
　前記基材が普通紙である、請求項３２に記載のインクジェット印刷方法。
【請求項３４】
　前記顔料がカーボンブラック顔料である、請求項３２に記載のインクジット印刷方法。
【請求項３５】
　インクジェットインクを含むプリンタであって、前記インクジェットインクが水性キャ
リア媒体と自己分散性顔料分散物とを含み、前記自己分散性顔料分散物が、前記顔料表面
に共有結合した安定化基を有し、かつ少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油
吸着量および少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料を含み、
前記顔料分散物が約８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有する、プリンタ
。
【請求項３６】
　前記インクジェットインク中の前記自己分散性顔料分散物が、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ3Ｍ
、－ＰＯ3Ｍ2、および－ＳＯ2ＮＨ2（式中、ＭはＨ、アルカリ金属、アンモニウム、また
は有機アンモニウムである）からなる群から選択される安定基を有する顔料を含む、請求
項３５に記載のプリンタ。
【請求項３７】
　前記インクジェットインク中の前記自己分散性顔料分散物が、－ＣＯＯＭ安定化基（式
中、ＭはＨ、アルカリ金属、アンモニウム、または有機アンモニウムである）を有する顔
料を含む、請求項３６に記載のプリンタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、自己分散性顔料分散物に関し、特にそれらのインクジェットインク中での使
用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　顔料の水性分散物は当技術分野において周知であり、印刷用（特にインクジェット印刷
用）のインク；乗り物、建造物、路面標示などのための水性塗料およびその他のコーティ
ング配合物；化粧品；医薬品などの種々の用途で使用されている。典型的には顔料は水性
ビヒクルに対して可溶性ではないので、ビヒクル中の顔料の安定な分散物を得るために、
ポリマー分散剤または界面活性剤などの分散剤を使用する必要がある場合が多い。
【０００３】
　しかし、分散剤を使用すると、分散剤を使用しない場合よりも分散物の粘度が増加する
。粘度の増加は、一部の使用では特に問題とならないが、他の使用では大きな欠点となる
。たとえば、最終製品の性質を改善するためにバインダーが加えられる場合に、分散物の
最終用途（たとえば、インクジェットインク）に関する粘度の制限を超える場合がある。
したがって、分散物自体の粘度によって、最終製品用の配合物の許容範囲が狭められる。
【０００４】
　さらに、顔料は典型的には不溶性粒子であるので、長期間静置して保管した場合に沈降
する傾向を有する。沈降すると、これらの粒子によって、ノズルの目詰まりが生じ、印刷
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品質が低下することがある。これらのノズルおよび印刷品質の回復は、プリンタを駆動さ
せるクリーニング手順を使用することによって行うことができる。あるいは、これらの回
復には、プリントカートリッジをプリンタから取り外し、真空を使用してプリントカート
リッジを再プライミングすることによる人の介入が必要となる場合がある。保管後の印刷
品質を回復させるためのこのような保守作業は、不便であり、プリントカートリッジから
インクが減少するため運転費が増加する。目詰まりのひどさ、およびその後の印刷品質の
回復の容易さは、分散物中の顔料の互いに近くでの充填しやすさと相関があることが分か
った。印刷を行っていない期間中、プリンタ中の通常の配置のようにノズルが下方に向か
ってペンが保管されるので、顔料の充填が容易になるほど、ノズルオリフィスにおいて顔
料密度が増加する速度が速くなる。したがって、顔料緻密化速度が速いほど、ノズルオリ
フィスの目詰まりがひどくなり、印刷品質の回復が困難になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ペンの中で長期間保管された後で、容易に確実に吐出されるインクジェットインクが必
要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の態様においては、本開示は、インク、典型的にはインクジェットインク中に使用
されるための自己分散性顔料分散物であって、顔料表面に共有結合した安定化基を有しか
つ少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸着量および少なくとも約０．９８
マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料を含み、約８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の
顔料緻密化速度を有する自己分散性顔料分散物を提供する。「安定化基」とは、本発明者
らは、顔料表面に共有結合して、水を含む水性系中の顔料の分散を補助するアニオン性基
を意味している。より典型的には、本発明の顔料は吸油量が少なくとも約１６０～約１７
０ｍＬ／１００ｇであり、最も典型的には約１６０～約１６５ｍＬ／１００ｇである。典
型的には、本発明の顔料は酸含有量が約０．９８～約３．０マイクロ当量／ｍ2であり、
より典型的には０．９８～約２．０マイクロ当量／ｍ2であり、最も典型的には約０．９
８～約１．５マイクロ当量／ｍ2である。安定化基、より典型的にはカルボン酸基が、顔
料、より典型的にはカーボンブラック顔料の顔料表面に共有結合した本発明の自己分散性
顔料分散物は、顔料をオゾンで酸化させることによって得られる。
【０００７】
　第２の態様においては、本開示は、水性キャリア媒体と自己分散性顔料分散物とを含む
インクであって、自己分散性顔料分散物は、顔料表面に共有結合した安定化基を有しかつ
少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸着量および少なくとも約０．９８マ
イクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料を含み、顔料分散物が約８．４０Ｅ－０４ｍＬ
／秒未満の顔料緻密化速度を有するインクを提供する。典型的には、このインクは水性イ
ンクジェットインクである。
【０００８】
　第３の態様においては、本開示は、基材上へのインクジェット印刷方法であって、実行
可能な任意の順序で：
（ａ）デジタルデータ信号に応答するインクジェットプリンタを提供するステップと；
（ｂ）印刷すべき基材をプリンタに装填するステップと；
（ｃ）水性キャリア媒体および自己分散性顔料分散物を含む水性インクジェットインクを
プリンタに装填するステップであって、自己分散性顔料分散物が、顔料表面に共有結合し
た安定化基を有しかつ少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸着量および少
なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料を含み、顔料分散物が約
８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有するステップと；
（ｄ）デジタルデータ信号に応答し、水性インクジェットインクを使用して基材上に印刷
して、基材上に印刷画像を形成するステップと
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を含む方法を提供する。
【０００９】
　第４の態様においては、本開示は、インクジェットインクを含むプリンタであって、イ
ンクジェットインクが水性キャリア媒体および自己分散性顔料分散物を含み、自己分散性
顔料分散物が、顔料表面に共有結合した安定化基を有しかつ少なくとも約１５５～約１７
９ｍＬ／１００ｇの油吸着量および少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量
を有する顔料を含み、顔料分散物が約８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を
有するプリンタを提供する。
【００１０】
　これらのインクジェットインクは、ペンの中で長期間保管された後で、容易に確実に吐
出される。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本開示は、ペンの中で長期間保管された後でさえもノズル発射の回復が良好となるため
に低い顔料緻密化速度を有する自己分散性顔料分散物を提供する。当技術分野において一
般に理解されており本明細書において使用される用語「自己分散性」は、追加の分散剤が
全く存在しなくても顔料が安定な水性分散物を形成するように、顔料粒子の表面に共有結
合した安定化基、より典型的にはカルボン酸基を有する顔料を意味する。本発明の自己分
散性顔料分散物は、顔料表面に共有結合した安定化基を有しかつ少なくとも約１５５～約
１７９ｍＬ／１００ｇの油吸着量および少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含
有量を有する顔料を含み、この顔料分散物は約８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密
化速度を有する。「安定化基」とは、本発明者らは、顔料表面に共有結合して、水を含む
水性系中の顔料の分散を補助するアニオン性基を意味している。安定化基の一部の例とし
ては、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ3Ｍ、－ＰＯ3Ｍ2、－ＳＯ2ＮＨ2が挙げられ、式中、Ｍは、Ｈ
、Ｎａ、Ｋ、Ｃａなどのアルカリ金属、アンモニウム、あるいはモノ－、ジ－、およびト
リ－メチル、－エチル、または－メタノールアンモニウムなどの有機アンモニウムである
。より典型的には安定化基は、－ＣＯＯＭであり、式中、Ｍは、Ｈ、Ｎａ、Ｋ、Ｃａなど
のアルカリ金属、アンモニウム、あるいはモノ－、ジ－、およびトリ－メチル、－エチル
、または－メタノールアンモニウムなどの有機アンモニウムである。最も典型的には、安
定化基は－ＣＯＯＭであり、式中、Ｍはアルカリ金属である。
【００１２】
自己分散性顔料分散物
　本発明の自己分散性顔料分散物は、水と、酸化表面を有する顔料、典型的にはカーボン
ブラック顔料と、任意選択により添加剤とを含む。顔料表面を酸化させるために、以下の
方法を使用することができる：（ａ）空気との接触を使用する酸化方法；
（ｂ）酸化窒素またはオゾンとの反応を使用する気相酸化方法；および
（ｃ）硝酸、過マンガン酸カリウム、二クロム酸カリウム、亜塩素酸、過塩素酸、次亜ハ
ロゲン酸塩、過酸化水素、臭素水溶液、またはオゾン水溶液などの酸化剤を使用する液相
酸化方法など。表面は、プラズマ処理などによって改質することもできる。
【００１３】
　一実施形態においては、自己分散性顔料の調製に使用される方法は、水性環境中、典型
的には脱イオン水中で顔料をオゾンで酸化しながら、同時に顔料の少なくとも１回の分散
混合操作を行うことによる方法である。この方法は米国特許第６，８５２，１５６号明細
書に記載されている。顔料表面が少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸着
量、および少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有することが分かるま
で、酸化が行われる。所望の性質を有する顔料を得るために酸化ステップに必要な時間の
長さは、使用される装置の種類、および顔料の酸化に使用される方法に依存する。所望の
量の酸部分を得るための時間の長さは、ある時間間隔でサンプルを採取し、本明細書に記
載の手順によって酸含有量を求めるための滴定を行うことによって決定することができる
。この酸化プロセス中、オゾン発生器が、供給タンク中に供給された圧縮酸素または空気
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からオゾンを発生し、そのオゾンを予備混合タンクに送出する。水および顔料も、水供給
源および顔料供給源によって予備混合タンクに送出される。オゾンの前に水が加えられる
のであれば、顔料、水、オゾンが予備混合タンク中に導入される順序は特に重要ではない
。
【００１４】
　高速分散機（本明細書においては「ＨＳＤ」と記載する）によって反応物が予備混合タ
ンク中で撹拌される。予備混合タンクは、オゾン破壊装置を有する大気への排気口を有す
る。撹拌を促進しプロセス効率を増加させるために、数が少なく大きな気泡ではなく数が
多く小さい気泡が発生するようにオゾンが導入されることが一般に好ましい。
【００１５】
　顔料の物理的性質および組成は、インクジェットインクおよびコーティングの高品質性
能を達成するための重要な要因となる。本開示において、使用される顔料の種類は、一次
粒度および表面積の性質において特に限定される。インクジェットインク用途の場合、典
型的には、一次粒度が３０ｎｍ未満である顔料が使用される。ＢＥＴ方法によって測定さ
れる表面積は、自己分散性顔料を得るための操作条件に大きな影響を与える。顔料表面積
が大きいほど、長いサイクル時間が通常は必要となる。
【００１６】
　自己分散性顔料を形成するための本開示の方法に使用することができる典型的な着色顔
料は青色顔料、赤色顔料、緑色顔料、および黄色顔料である。
【００１７】
　前述したように、実施形態に依存して、水、オゾン、および顔料の混合物に対して少な
くとも１回の分散混合を行うことが典型的または必要となる。ほとんどの混合または撹拌
の使用では、ポンピング、ならびに液体、液体－固体、または液体－気体の質量流を伴う
。混合強度は、エネルギー入力または有効剪断速度によって特徴付けることができる。混
合の場合の有効剪断速度は通常５０～２００ｓｅｃ-1の範囲であり（Ｊａｍｅｓ　Ｙ．Ｏ
ｌｄｓｈｕｅ，”Ｆｌｕｉｄ　Ｍｉｘｉｎｇ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，”ｐ．２９，１９
８３）、分散混合または分散の場合で２００～２０，０００ｓｅｃ-1の範囲である（Ｔｅ
ｍｐｌｅ　Ｃ．Ｐａｔｔｏｎ，”Ｐａｉｎｔ　Ｆｌｏｗ　ａｎｄ　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｄｉ
ｓｐｅｒｓｉｏｎ，”ｐ．３５６，１９７９）。したがって、本明細書において用語「分
散混合」は、少なくとも２００ｓｅｃ-1の有効剪断速度が得られる混合操作を示すために
使用される。媒体ミル、磨砕機、ハンマーミル、Ｍｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒ（登録商
標）（Ｍｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｃｓ　Ｃｏｒｐより市販される）、ホモジナイザー、ジェ
ットミル、流体ミル、および類似の高エネルギー分散装置などの周知の装置を本開示にお
いて好都合に使用することができる。
【００１８】
　反応物は、ポンプによって予備混合タンクから分散混合装置中に移される。分散混合ス
テップに使用される装置の種類は、ある程度は、酸化される顔料の種類、および顔料のあ
らゆる特性に依存する。一般に、着色顔料は、カーボンブラック顔料よりも高エネルギー
の混合が必要となる。上記説明は、適切な混合装置が選択されなければプロセスを行えな
いことを意味するのではなく、選択した装置で十分なエネルギーが得られない場合には２
回以上の分散混合ステップが必要となり得ることを意味する。一般に、媒体ミル粉砕、お
よびＭｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒ（登録商標）中などで生じるような少なくとも１００
０ｐｓｉの液体圧での液体ジェット相互作用チャンバー中での複数ノズルの通過によって
、プロセスがうまく進行し、これらが最も代表的となることが分かった。
【００１９】
　酸化および分散混合のステップの後、顔料混合物は典型的には精製される。精製手順に
おいては、顔料混合物から塩が除去され（本明細書においては「脱塩」と呼ばれる）、混
合物は濾過される。脱塩プロセスは、典型的には限外濾過によって行われる。
【００２０】
　このプロセス中に使用できる顔料の濃度は、特に重要ではなく、プロセス自体の制限よ
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りも、顔料の種類およびプロセス中に使用される装置の種類によって左右される。しかし
、一般的に言えば、顔料の最大量は５０重量％を超えるべきではない。５～２０重量％、
特に約１０重量％の顔料濃度がプロセス効率のためには好ましい。
【００２１】
　本開示の顔料分散物は、実施例に記載されるように測定して、約８．４０Ｅ－０４ｍＬ
／秒未満、より典型的には約７．８０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有する。
【００２２】
顔料の酸含有量の測定方法：
　顔料の酸含有量は、以下の手順によって測定することができる：約０．５０００グラム
の顔料固形分を含む既知の重量の顔料分散物を６０ｇの脱イオン水で希釈した。水酸化カ
リウム水溶液を加えてｐＨを１２に調整した。次に、ｐＨセンサーおよびコンピュータプ
ログラムを備えた自動滴定装置（ＡＢＵ５２ユニットおよびＴｉｔｒａｍａｓｔｅｒ　８
５ソフトウェアを有するＴＩＭ　８６０　Ａｕｔｏｔｉｔｒａｔｏｒ）を使用して、分析
グレードの０．５Ｎ塩酸でサンプルを滴定した。コンピュータで得られた２つの変曲点の
間で消費された酸のモル量が、顔料分散物サンプル中の酸のモル数に等しい。
【００２３】
吸油量測定：
　ＤＢＰ吸油量は、典型的にはＡＳＴＭ　Ｄ３４９３に記載されるようにフタル酸ジブチ
ルを使用した給油量である。
【００２４】
インクジェットインク
　本開示の自己分散性顔料分散物は、インク中、典型的にはインクジェットインク中、よ
り典型的には水性インクジェットインク中への使用に特に適している。したがって、一実
施形態においては、本開示はこのようなインクを提供する。典型的には、水性インクジェ
ットインクは、水性キャリア媒体と通常は呼ばれる水性ビヒクルと、着色剤と、種々の添
加剤とを含む。添加剤は、所望の性質または効果をインクに付与するために選択され、た
とえば、特定のインクジェットプリンタの要求にインクを適合させるため、あるいは、た
とえば光安定性、耐スミア性、粘度、表面張力、光学濃度、接着性、または耐クラスト性
のバランスを得るために必要となり得る。
【００２５】
水性キャリア媒体
　水性キャリア媒体は、水、あるいは水と少なくとも１種類の水溶性または水混和性（一
括して「水溶性」と呼ぶ）の有機溶媒との混合物である。好適な混合物の選択は、所望の
表面張力および粘度、インクの乾燥時間、ならびにインクが印刷される基材の種類などの
具体的な用途の要求に依存する。選択することができる代表的な水溶性有機溶媒は米国特
許第５，０８５，６９８号明細書に開示されている。水と、ジエチレングリコールなどの
多価アルコールとの混合物が水性キャリア媒体として典型的である。
【００２６】
　水と水溶性溶媒との混合物が使用される場合、その水性キャリア媒体は、通常約３０％
～約９５％の水を含有し、残分（すなわち７０～５％）が水溶性溶媒である。典型的には
、水性キャリア媒体は６０～９５重量％、最も典型的には８５～９５重量％が水である。
水性キャリア媒体は、全インク組成物の７０～９９．８重量％、最も典型的には９０～９
９重量％で含まれる。
【００２７】
添加剤
　本発明のインクは、インクジェットインク中に一般に使用される他の添加剤を含有する
ことができる。たとえば、表面張力を変化させ、印刷媒体中へのインクの浸透を最大化す
るために界面活性剤を使用することができる。しかし、界面活性剤は、インク中の顔料の
安定性に悪影響を与えることがあるので、適切な界面活性剤の選択に注意すべきである。
さらに、具体的な界面活性剤の選択は、印刷されるべき媒体基材の種類に大きく依存する
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。水性インク中、界面活性剤は、インクの全重量を基準として０．０１～５％、好ましく
は０．２～２％の量で存在することができる。
【００２８】
　Ｄｏｗｉｃｉｄｅ（登録商標）（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ，Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩよ
り市販される）、Ｎｕｏｓｅｐｔ（登録商標）（Ｈｕｌｓ　Ａｍｅｒｉｃａ，Ｉｎｃ．，
Ｐｉｓｃａｔａｗａｙ，ＮＪより市販される）、Ｏｍｉｄｉｎｅ（登録商標）（Ｏｌｉｎ
　Ｃｏｒｐ．，Ｃｈｅｓｈｉｒｅ，ＣＴより市販される）、Ｎｏｐｃｏｃｉｄｅ（登録商
標）（Ｈｅｎｋｅｌ　Ｃｏｒｐ．，Ａｍｂｌｅｒ，ＰＡより市販される）、Ｔｒｏｙｓａ
ｎ（登録商標）（Ｔｒｏｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ．，Ｎｅｗａｒｋ，ＮＪより市
販される）、および安息香酸ナトリウムなどの殺生物剤を、微生物の増殖を阻害するため
にインク組成物中に使用することができる。重金属不純物による悪影響を解消するために
、ＥＤＴＡなどの金属イオン封鎖剤を含めることもできる。インク組成物の種々の性質を
改善するために、湿潤剤、粘度調整剤などのその他の周知の添加剤を加えることもできる
。
【００２９】
　自己分散性顔料を使用することの主な利点の１つは、インクが非常に低粘度となり、そ
のため、印刷画像に所望の性質を付与するため、ならびに安定性および液滴形成などの改
善されたインク特性のために、種々の添加剤を加えることが可能なことである。たとえば
、特許文献から知られていることは、ある種のポリマーバインダーは、インクジェットイ
ンクに加えると、たとえば印刷された文章に事務用蛍光ペンが当たる場合にインクがにじ
む傾向を低下させることができ；洗濯中にインクが洗い流される傾向を低下させることが
でき；事務用透明シートおよびビニル基材などの疎水性表面へのインクの付着性を増加さ
せることができ；印刷されたインクの耐摩耗性を改善するために使用することができるこ
とである。たとえば、欧州特許第０　９７４　６０７号明細書；米国特許第６，０４０，
３５８号明細書；欧州特許第０　８５１　０１４号明細書；米国特許第５，９１２，２８
０号明細書、および米国特許第６，００５，０２３号明細書を参照されたい。したがって
、最も典型的には、本開示のインクは、このような有用な性質を付与する１種類以上のポ
リマーバインダーを含有する。
【００３０】
インクの調製および性質
　本発明のインクは、本開示の自己分散性顔料または顔料分散物と、水性ビヒクルと、任
意の追加の着色剤と、任意の添加剤とを互いに混合することによって調製される。従来の
顔料が追加の着色剤として使用される場合、顔料と選択された分散剤との分散物を調製す
る必要がある。分散物の調製は当業者には周知である。
【００３１】
　これらのインクジェットインクは濃縮形態で製造することが一般に望ましい。濃縮され
たインクジェットインクは、後にインクジェット印刷システム中での使用に適切な濃度ま
で希釈される。この技術によって、より高品質のインクを設備から調製することができる
。次に、使用前に、濃縮物は適切な溶媒で所望の濃度まで希釈される。希釈することによ
って、特定の用途の所望の粘度、色、色相、飽和密度、および印刷領域被覆率（ｐｒｉｎ
ｔ　ａｒｅａ　ｃｏｖｅｒａｇｅ）にインクが調整される。
【００３２】
　吐出速度、液滴の分離長さ、液滴径、および流れ安定性は、インクの表面張力および粘
度の影響を大きく受ける。インクジェット印刷システムへの使用に適したインクジェット
インクは、約２０ダイン／ｃｍ～約７０ダイン／ｃｍの範囲内、より好ましくは３０ダイ
ン／ｃｍ～約７０ダイン／ｃｍの範囲内の表面張力を有するべきである。許容される粘度
は２０ｃＰ以下であり、好ましくは約１．０ｃＰ～約１０．０ｃＰの範囲内である。本発
明のインクは、広範囲の吐出条件、すなわち、サーマルインクジェット印刷装置の場合の
駆動電圧およびパルス幅、ドロップオンデマンド型装置または連続型装置のいずれかの場
合のピエゾ素子の駆動周波数、ならびにノズルの形状およびサイズに適合した物理的性質
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を有する。本発明のインクおよびインクセットは、連続型、圧電ドロップオンデマンド型
、およびサーマルまたはバブルジェットドロップオンデマンド型などの種々のインクジェ
ットプリンタに使用することができる。本開示のインクは、長期間の保存安定性に優れて
おり、インクジェット装置中で目詰まりが生じない。インクジェットプリンタの通常の配
置では、ノズルが最も低い位置にあるようにペンが保管される。したがって、インクが充
填されたインクジェットカートリッジが長期間プリンタ中で保管されても、本開示に記載
の顔料粒子は沈降しない。したがって、これらのカートリッジのノズルは目詰まりが生じ
ず、ペンのプライミングまたは保守などの労力をほとんど費やすことなく容易に発射を再
開することができる。
【００３３】
　本開示のインクは、ピエゾプリントヘッドまたはサーマルプリントヘッドが取り付けら
れたプリンタなどの任意の好適なインクジェットプリンタを使用して印刷することができ
る。サーマルインクジェットプリントヘッドの一部の例は、Ｈｅｗｌｅｔｔ　Ｐａｃｋａ
ｒｄ　Ｄｅｓｋｊｅｔ（登録商標）、Ｏｆｆｉｃｅｊｅｔ（登録商標）、Ｐｈｏｔｏｓｍ
ａｒｔ（登録商標）およびＤｅｓｉｇｎｊｅｔ（登録商標）およびＣＭ８０６０（登録商
標）プリンタ、Ｌｅｘｍａｒｋ　Ａｌｌ－ｉｎ－Ｏｎｅプリンタ、およびＣａｎｏｎ　Ｐ
ＩＸＭＡ（登録商標）プリンタである。ピエゾプリントヘッドの一部の例は、Ｂｒｏｔｈ
ｅｒ　ＭＦＣ３３６０Ｃ（登録商標）、およびＥｐｓｏｎ　Ｓｔｙｌｕｓ　Ｃ１２０（登
録商標）である。一部の好適なプリントヘッドが米国特許第４，４９０，７２８号明細書
、および米国特許第６．６４８．４６３号明細書に開示されている。基材は、通常の電子
写真複写紙などの普通紙、および写真品質インクジェット紙などの処理された紙などの任
意の好適な基材であってよい。本開示は、普通紙上の印刷に特に好都合である。
【００３４】
　紙、布、フィルムなどの画像材料上へのインクの定着は、迅速で正確に行うことができ
る。印刷されたインク画像は、明瞭な色調、高濃度、優れた耐水性、および耐光性を有す
る。
【実施例】
【００３５】
　限定するものではないが以下の実施例によってこれより本開示をさらに説明するが、特
に明記しない限り、部数およびパーセント値は重量を基準としている。特に明記しない限
り、ＰＣＩ－ＷＥＤＥＣＯ製造のオゾン発生器モデルＧＬ－１を使用し、空気または工業
グレードの酸素のいずれかを供給ガスとして使用して、オゾンを発生させた。粒度は、Ｈ
ｏｎｅｙｗｅｌｌ製造のＮａｎｏｔｒａｃ（登録商標）１５０モデル分析器を使用して測
定した。酸含有量および吸油量は前述のように測定される。
【００３６】
顔料分散物１
　ＤＢＰ吸油量が１５４ｍｌ／１００グラムであるＥｖｏｎｉｋ　Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｈｅｓｔｅｒ，ＰＡ）のＦＷ－２００顔料７２０グラムを、５２
８０グラムの脱イオン水が入ったＨＳＤ容器中に投入した。オゾン処理中のＨＳＤ速度を
１０００ｒｐｍに設定した。オゾンは、６．８～７．５重量％の濃度に維持し、ＨＳＤ容
器の底部に４リットル／分の流量で供給した。５時間の処理後にｐＨを７まで増加させる
ために、水酸化リチウムを混合物に加えた。ｐＨを調整した後、次に混合物をＭｉｃｒｏ
ｆｌｕｉｄｉｚｅｒ（登録商標）Ｍ１１０Ｆに６時間再循環させた。ｐＨを６．５～７．
５の間に維持するために、定期的に水酸化リチウムを混合物に加えた。Ｍｉｃｒｏｆｌｕ
ｉｄｉｚａｔｉｏｎプロセスの完了後、７００ｒｐｍにおけるＨＳＤ容器中でのオゾン処
理を２時間続けた。混合物を限外濾過によってさらに精製した。この結果得られた顔料は
４．９０マイクロ当量／平方メートルの表面酸含有量を有した。
【００３７】
顔料分散物２
　ＤＢＰ吸油量が６７ｍｌ／１００グラムであるＣｏｌｕｍｂｉａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ
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（Ｍａｒｉｅｔｔａ，Ｇｅｏｒｇｉａ）のＲａｖｅｎ（登録商標）２５００　Ｕｌｔｒａ
顔料５０８グラムを、３７２５グラムの脱イオン水が入ったＨＳＤ容器中に投入した。オ
ゾン処理中のＨＳＤ速度を７５０ｒｐｍに設定した。オゾンを６～６．５重量％の濃度に
維持し、ＨＳＤ容器の底部に４リットル／分の流量で供給した。５時間の処理後にｐＨを
７まで増加させるために、水酸化リチウムを混合物に加えた。ｐＨを調整した後、次に混
合物をＭｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒ（登録商標）Ｍ１１０Ｆに４時間再循環させた。ｐ
Ｈを６．５～７．５の間に維持するために、定期的に水酸化リチウムを混合物に加えた。
Ｍｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚａｔｉｏｎプロセスの完了後、７００ｒｐｍにおけるＨＳＤ容
器中でのオゾン処理を１時間続けた。混合物を限外濾過によってさらに精製した。この結
果得られた顔料は１．２６マイクロ当量／平方メートルの表面酸含有量を有した。
【００３８】
顔料分散物３
　ＤＢＰ吸油量が１５０ｍｌ／１００グラムであるＥｖｏｎｉｋ　Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｈｅｓｔｅｒ，ＰＡ）のＮｉｐｅｘ（登録商標）１６０ＩＱ顔料
７５０グラムを、４２５０グラムの脱イオン水が入ったＨＳＤ容器中に投入した。オゾン
処理中のＨＳＤ速度を１０００ｒｐｍに設定した。オゾンを６～６．５重量％の濃度に維
持し、ＨＳＤ容器の底部に４リットル／分の流量で供給した。５時間の処理後にｐＨを７
まで増加させるために、水酸化カリウムを混合物に加えた。ｐＨを調整した後、次に混合
物をＭｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒ（登録商標）Ｍ１１０Ｆに８時間再循環させた。ｐＨ
を６．５～７．５の間に維持するために、定期的に水酸化カリウムを混合物に加えた。Ｍ
ｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚａｔｉｏｎプロセスの完了後、７００ｒｐｍにおけるＨＳＤ容器
中でのオゾン処理を１時間続けた。混合物を限外濾過によってさらに精製した。この結果
得られた顔料は０．７５マイクロ当量／平方メートルの表面酸含有量を有した。
【００３９】
顔料分散物４
　ＤＢＰ吸油量が１５０ｍｌ／１００グラムであるＥｖｏｎｉｋ　Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｈｅｓｔｅｒ，ＰＡ）のＮｉｐｅｘ（登録商標）１６０ＩＱ顔料
７５０グラムを、４２５０グラムの脱イオン水が入ったＨＳＤ容器中に投入した。オゾン
処理中のＨＳＤ速度を１０００ｒｐｍに設定した。オゾンを６．～６．５重量％の濃度に
維持し、ＨＳＤ容器の底部に４リットル／分の流量で供給した。５時間の処理後にｐＨを
７まで増加させるために、水酸化リチウムを混合物に加えた。ｐＨを調整した後、次に、
混合物をＭｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒ（登録商標）Ｍ１１０Ｆに４時間再循環させた。
ｐＨを６．５～７．５の間に維持するために、定期的に水酸化リチウムを混合物に加えた
。Ｍｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚａｔｉｏｎプロセスの完了後、７００ｒｐｍにおけるＨＳＤ
容器中でのオゾン処理を１時間続けた。混合物を限外濾過によってさらに精製した。この
結果得られた顔料は０．８７マイクロ当量／平方メートルの表面酸含有量を有した。
【００４０】
顔料分散物５
　ＤＢＰ吸油量が１６０ｍｌ／１００グラムであるＥｖｏｎｉｋ　Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｈｅｓｔｅｒ，ＰＡ）のＮｉｐｅｘ（登録商標）１８０ＩＱ顔料
６００グラムを、４４００グラムの脱イオン水が入ったＨＳＤ容器中に投入した。オゾン
処理中のＨＳＤ速度を１０００ｒｐｍに設定した。オゾンを６．～６．５重量％の濃度に
維持し、ＨＳＤ容器の底部に４リットル／分の流量で供給した。５時間の処理後にｐＨを
７まで増加させるために、水酸化カリウムを混合物に加えた。ｐＨを調整した後、次に混
合物をＭｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒ（登録商標）Ｍ１１０Ｆに２時間再循環させた。ｐ
Ｈを６．５～７．５の間に維持するために、定期的に水酸化カリウムを混合物に加えた。
Ｍｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚａｔｉｏｎプロセスの完了後、７００ｒｐｍにおけるＨＳＤ容
器中でのオゾン処理を１時間続けた。混合物を限外濾過によってさらに精製した。この結
果得られた顔料は０．８２マイクロ当量／平方メートルの表面酸含有量を有した。
【００４１】
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顔料分散物６
　ＤＢＰ吸油量が１６０ｍｌ／１００グラムであるＥｖｏｎｉｋ　Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｈｅｓｔｅｒ，ＰＡ）のＮｉｐｅｘ（登録商標）１８０ＩＱ顔料
６００グラムを、４４００グラムの脱イオン水が入ったＨＳＤ容器中に投入した。オゾン
処理中のＨＳＤ速度を１０００ｒｐｍに設定した。オゾンを６～６．５重量％の濃度に維
持し、ＨＳＤ容器の底部に４リットル／分の流量で供給した。５時間の処理後にｐＨを７
まで増加させるために、水酸化カリウムを混合物に加えた。ｐＨを調整した後、次に混合
物をＭｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒ（登録商標）Ｍ１１０Ｆに６時間再循環させた。ｐＨ
を６．５～７．５の間に維持するために、定期的に水酸化カリウムを混合物に加えた。Ｍ
ｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚａｔｉｏｎプロセスの完了後、７００ｒｐｍにおけるＨＳＤ容器
中でのオゾン処理を１時間続けた。混合物を限外濾過によってさらに精製した。この結果
得られた顔料は０．９５マイクロ当量／平方メートルの表面酸含有量を有した。
【００４２】
顔料分散物７
　ＤＢＰ吸油量が１６０ｍｌ／１００グラムであるＥｖｏｎｉｋ　Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｈｅｓｔｅｒ，ＰＡ）のＮｉｐｅｘ（登録商標）１８０ＩＱ顔料
６００グラムを、４４００グラムの脱イオン水が入ったＨＳＤ容器中に投入した。オゾン
処理中のＨＳＤ速度を１０００ｒｐｍに設定した。オゾンを６～６．５重量％の濃度に維
持し、ＨＳＤ容器の底部に４リットル／分の流量で供給した。５時間の処理後にｐＨを７
まで増加させるために、水酸化カリウムを混合物に加えた。ｐＨを調整した後、次に混合
物をＭｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒ（登録商標）Ｍ１１０Ｆに８時間再循環させた。ｐＨ
を６．５～７．５の間に維持するために、定期的に水酸化カリウムを混合物に加えた。Ｍ
ｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚａｔｉｏｎプロセスの完了後、７００ｒｐｍにおけるＨＳＤ容器
中でのオゾン処理を１時間続けた。混合物を限外濾過によってさらに精製した。この結果
得られた顔料は１．０５マイクロ当量／平方メートルの表面酸含有量を有した。
【００４３】
顔料分散物８
　ＤＢＰ吸油量が１６０ｍｌ／１００グラムであるＥｖｏｎｉｋ　Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｈｅｓｔｅｒ，ＰＡ）のＮｉｐｅｘ（登録商標）１８０ＩＱ顔料
６００グラムを、４４００グラムの脱イオン水が入ったＨＳＤ容器中に投入した。オゾン
処理中のＨＳＤ速度を１０００ｒｐｍに設定した。オゾンを６～６．５重量％の濃度に維
持し、ＨＳＤ容器の底部に４リットル／分の流量で供給した。５時間の処理後にｐＨを７
まで増加させるために、水酸化カリウムを混合物に加えた。ｐＨを調整した後、次に混合
物をＭｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒ（登録商標）Ｍ１１０Ｆに１２時間再循環させた。ｐ
Ｈを６．５～７．５の間に維持するために、定期的に水酸化カリウムを混合物に加えた。
Ｍｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚａｔｉｏｎプロセスの完了後、７００ｒｐｍにおけるＨＳＤ容
器中でのオゾン処理を１時間続けた。混合物を限外濾過によってさらに精製した。この結
果得られた顔料は１．２６マイクロ当量／平方メートルの表面酸含有量を有した。
【００４４】
顔料分散物９
　ＤＢＰ吸油量が１６０ｍｌ／１００グラムであるＥｖｏｎｉｋ　Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｈｅｓｔｅｒ，ＰＡ）のＮｉｐｅｘ（登録商標）１８０ＩＱ顔料
７２０グラムを、５２８０グラムの脱イオン水が入ったＨＳＤ容器中に投入した。オゾン
処理中のＨＳＤ速度を１０００ｒｐｍに設定した。オゾンを６～６．５重量％の濃度に維
持し、ＨＳＤ容器の底部に４リットル／分の流量で供給した。５時間の処理後にｐＨを７
まで増加させるために、水酸化リチウムを混合物に加えた。ｐＨを調整した後、次に混合
物をＭｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒ（登録商標）Ｍ１１０Ｆに８時間再循環させた。ｐＨ
を６．５～７．５の間に維持するために、定期的に水酸化リチウムを混合物に加えた。Ｍ
ｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚａｔｉｏｎプロセスの完了後、７００ｒｐｍにおけるＨＳＤ容器
中でのオゾン処理を１時間続けた。混合物を限外濾過によってさらに精製した。この結果
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得られた顔料は１．４２マイクロ当量／平方メートルの表面酸含有量を有した。
【００４５】
【表１】

【００４６】
実施例１
　分散物７を脱イオン水で希釈して、８％の顔料固形分と残分の水とを含有するサンプル
を得た。
【００４７】
実施例２
　分散物８を脱イオン水で希釈して、８％の顔料固形分と残分の水とを含有するサンプル
を得た。
【００４８】
実施例３
　分散物９を脱イオン水で希釈して、８％の顔料固形分と残分の水とを含有するサンプル
を得た。
【００４９】
比較例１
　分散物１を脱イオン水で希釈して、８％の顔料固形分と残分の水とを含有するサンプル
を得た。
【００５０】
比較例２
　分散物２を脱イオン水で希釈して、８％の顔料固形分と残分の水とを含有するサンプル
を得た。
【００５１】
比較例３
　分散物３を脱イオン水で希釈して、８％の顔料固形分と残分の水とを含有するサンプル
を得た。
【００５２】
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比較例４
　分散物４を脱イオン水で希釈して、８％の顔料固形分と残分の水とを含有するサンプル
を得た。
【００５３】
比較例５
　分散物５を脱イオン水で希釈して、８％の顔料固形分と残分の水とを含有するサンプル
を得た。
【００５４】
比較例６
　分散物６を脱イオン水で希釈して、８％の顔料固形分と残分の水とを含有するサンプル
を得た。
【００５５】
顔料分散物の顔料緻密化速度の測定手順
　正確に等しく８％の顔料を含有し残分がほぼ水であるサンプル溶液を試験用に調製した
。各サンプルの体積１０ｍＬを、Ｍｉｎｉｐｌｕｓ　Ｓｔａｔｉｃ　Ｃｏｎｃｅｎｔｒａ
ｔｏｒ，Ｐａｒｔ　Ｎｏ．９０６１（Ｍｉｌｌｉｐｏｒｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｂ
ｉｌｌｅｒｉｃａ，ＭＡ製）中に入れた。時間がたつと、膜を通過して水が除去されるた
め、サンプルの体積が減少した。膜を通過して失われた顔料の量は最小限である。顔料濃
度は、重量測定またはＵＶ－Ｖｉｓ吸収によってさらに確認することができる。減少した
体積のほとんどは、サンプルの水および共溶媒である。したがって、パーセント顔料濃度
は、元の顔料重量を残留した体積で割ることによって求めることができる。体積が半分に
減少することは、顔料濃度が２倍に増加することに等しい。液体の体積が半分の５ｍＬの
標線まで減少するのに要する時間を記録した。緻密化速度は、体積減少（５ｍＬ）を時間
で割ることによって計算した。
【００５６】
　実施例１～３および比較例１～６で調製したサンプルの顔料緻密化速度を測定し、結果
を表２中に示している。
【００５７】
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【表２】

【００５８】
実施例インクＡ
　６２．５部の実施例１を、６部の２－ピロリドン（ｐｙｒｏｌｌｉｄｏｎｅ）、５部の
Ｌｉｐｏｎｉｃ（登録商標）－ＥＧ、７部の１，５－ペンタンジオール、および合計１０
０部となるまでの水と混合することによってインクを製造した。
【００５９】
比較例インクＢ
　６２．５部の比較例４を、６部の２－ピロリドン（ｐｙｒｏｌｌｉｄｏｎｅ）、５部の
Ｌｉｐｏｎｉｃ（登録商標）－ＥＧ、７部の１，５－ペンタンジオール、および合計１０
０部となるまでの水と混合することによってインクを製造した。
【００６０】
比較例インクＣ
　６２．５部の比較例５を、６部の２－ピロリドン（ｐｙｒｏｌｌｉｄｏｎｅ）、５部の
Ｌｉｐｏｎｉｃ（登録商標）－ＥＧ、７部の１，５－ペンタンジオール、および合計１０
０部となるまでの水と混合することによってインクを製造した。



(16) JP 2013-500354 A 2013.1.7

10

20

30

40

【国際調査報告】



(17) JP 2013-500354 A 2013.1.7

10

20

30

40



(18) JP 2013-500354 A 2013.1.7

10

20

30

40



(19) JP 2013-500354 A 2013.1.7

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｂ４１Ｍ   5/50     (2006.01)           Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｂ          　　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/52     (2006.01)           Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ａ          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,S
E,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,
BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,I
L,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ
,OM,PE,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,
ZM,ZW

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．バブルジェット

(72)発明者  アンソニー　ダブリュ．クルース
            アメリカ合衆国　２９０８５　ペンシルベニア州　ヴィラノーバ　ウィローブルック　レーン　１
            ５４９
Ｆターム(参考) 2C056 EA04  FC02 
　　　　 　　  2H186 BA10  DA14  FA13  FB16  FB25  FB29  FB30  FB58 
　　　　 　　  4J037 BB00  CA14  CA20  CA22  EE19 
　　　　 　　  4J039 BA04  BC07  BE01  BE12  CA06  GA24 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	search-report
	overflow

